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理念の共有でケア向上をプラムの里が研修

宮田村の複合福祉施設「プラムの里」（西村太一施設長）は、ケアの基本的

な方針となる同施設の理念を共有してもらおうと、全職員を対象にした研修
を７月９，１４の両日に行った。同施設の研修委員会が寸研修で学んだことを

日常のケアで生かせない職員が多いと感じたため、独自に企画した。

研修では事前に職員に対し、同施設の理念「地域の中でその人らしく輝く

生活を支援します」のうち、「地域」「その人らしさ」「輝く生活」がそれぞれ

具体的に何を指すかなど、計６項目の質問紙を配布。それぞれ考えをまとめ

た上で、研修に臨んでもらった。

研修は全職員が参加できるよう２日に分け、意見交換の形で実施。話しや

すい雰囲気をつくろうと、研修委が手作りケーキを振る舞うなど工夫した。

参加した職員から研修後、「理念なんて普段頭の中になかったが、意識して

仕事できるようになった」との声が出ているという。

小原富美子研修委員長は「理念について、みんなで考える場をつくりたか

った。理念の共有は、今後のケアの向上につながるのでは」と期待を寄せて
いる。

今後、理念に基づく目標を、施設の各フロアと職員一人ひとりに設定して

もらい、１１月にはその実現のために気をつければいいことなどを具体的に考
える研修を開く予定だ。
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▽社会福祉法人敬老園上田福祉敬愛学院「福祉講演会」７日（土）午後１時30分、同学院５階講

堂。同法人の斎藤俊明理事長が「福祉とまちづくり」と題して講演する。参加無料。【問ｌ同学院（Tel
O268-27-8341、FaxO268-28-0180)。

▽老人保健施設こまくさ「第２０回夏祭り」２１日（土）午後１時30分、小諸市の同老健の玄関ホ

ール。県厚生連小諸厚生総合病院楽団の演奏やバザー、地域住民による音楽やダンスの発表、花火な

ど。バザーの出品希望者は１８日までに担当の石田さんか丸山さんに連絡する。【問】同老健（TelO267
-25-1770)。
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